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2018 年 10 月 12 日 

各      位 
会 社 名 株式会社ジャパンインベストメントアドバイザー 
代表者名 代 表 取 締 役 社 長 白 岩 直 人 

（東証・コード：7172） 
問合せ先 取 締 役 管 理 本 部 長 杉 本 健 

（ TEL. 03-6804-6805） 
 

 

米国 NeuroSky, Inc.との合弁会社設立について 

－生体信号（脳波・心電・筋電など）のデータ活用事業開始－ 

 

当社の100%子会社であるJPE第1号株式会社（本社：東京都中央区、代表者：對馬 仁）は、生体信号

（脳波・心電・筋電など）のデータ活用事業を展開するシリコンバレー発企業、NeuroSky, Inc. （本

社：米国サンノゼ、代表者：Stanley S. Yang、以下、NeuroSky）と共同出資による合弁会社、株式会

社ニューロスカイ（本社：東京都中央区、代表者：伊藤 菊男、以下、ニューロスカイ）を設立し出資

することを決定いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１. 合弁会社設立の背景 

当社グループは経営理念として「金融で社会に貢献する企業でありつづける」を掲げ、日本型オ

ペレーティング・リース事業を中核に、航空機や太陽光発電所などの社会インフラに対するファイ

ナンスソリューションの提供や、社会課題に取り組むベンチャー企業に対するコンサルティングサ

ービスを提供してまいりました。 

この度、日本における大きな社会課題である「一億総活躍社会の実現」に向けた、「働き方改

革」「健康寿命の延伸」に対応するヘルステックソリューションとして、生体信号（脳波・心電・

筋電など）のデータ応用が、AI技術およびIoTなどのデバイス機器、またフィンテックサービスの

急速な発達と融合することで、事業として大きな可能性を有すると考え、急成長する民生向けEEG

（Electroencephalogram：脳波） 市場、およびECG （Electrocardiogram：心電心拍）市場をグロ

ーバルでリードするNeuroSkyとの共同出資により事業展開を行うことといたしました。 

これらの事業は、当社グループが現在進めているフィンテック事業における活用も見据え、金融

ソリューション事業の一環として推進してまいります。 

 

２. 合弁会社設立の目的 

「心と体、健康の見える化」をビジョンとするNeuroSkyが有する技術と、当社グループが有する

顧客ネットワークおよびファイナンスソリューションによるシナジーを生み出してまいります。 

主に、生体信号（脳波・心電・筋電など）のデータ活用に伴う以下（１）～（４）などのソリュ

ーション提供を、主たる目的として、企業、自治体を中心に事業を展開してまいります。 
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（１）感情の見える化、集中力の向上、気持ちをリラックスさせるスキルを身につけるソリュー

ション 

労働、学習、スポーツなど様々な環境において、メンタルケアや効率的な時間活用の重

要性が注目されております。 

ニューロスカイでは、従来の家庭用電子機器では、あまり見られなかった脳波および心

電・心拍の状態をスマートフォンやIoT機器と組み合わせることにより、簡易に測定・見

える化することを可能にします。これらを独自のアルゴリズムにより、ビッグデータを加

工し、一目でわかるレポーティングツールの開発まで行います。これにより、自治体や企

業におけるプロジェクトマネジメントのリソース配分や、学習機関やスポーツ機関におけ

る効率的な習熟度プログラム開発につなげることを可能にします。 

これらのサービスの提供は、自治体や企業における労働環境改善やストレス改善、学習

機関やスポーツ機関における科学的トレーニングのツールとして大きなニーズがあると考

えております。 

 

（２）精神疾患の早期発見に対するソリューション 

社会不安によるうつ病などの精神疾患や、老後の不安のもととなる認知症は、肥大化す

る社会課題となっております。 

ニューロスカイでは、従来の健康診断メニューでは、あまり見られなかった脳波から得

られる認知機能および心電・心拍から得られる自律神経の状態をスマートフォンやIoT機

器と組み合わせることにより簡易に測定・見える化することを可能にします。これらを独

自のアルゴリズムにより、ビッグデータを加工し一目でわかるレポーティングツールの開

発まで行います。これにより、客観的データに基づいた精神疾患や認知症の早期発見を促

し、環境変化の推奨や、適切なトレーニングの実施につなげることを可能にします。 

これらのサービスの提供は、メンタルケアを中心とした「健康経営」「健康投資」に積

極的な企業におけるニーズ、介護施設や医療施設におけるニーズ、また生保・損保におけ

る生体信号データを活用した商品開発の取り組みとして大きなニーズがあると考えており

ます。 

 

（３）個人認証などのセキュリティ管理ソリューション 

IT化の拡大によって様々なサービスの利便性が向上する一方で、不正アクセスやサイバ

ー攻撃をはじめとしたサイバーリスクは急速に増加し、サイバーセキュリティ対策は、各

方面で大きな課題となっております。 

ニューロスカイでは、小型（3㎜×3㎜）のセンサーチップを実現している為、各種機

器への実装が容易に実現可能となります。 

これにより、金融サービスを便利にするフィンテックの浸透と並行して、安心・安

全を生み出す個人認証ツールとして、金融機関をはじめ、企業、自治体などに大きな

ニーズがあると考えております。 

 

（４）その他関連する応用ソリューション 

上記のマーケットに加えて、顧客の生体信号データを商品・サービス戦略に活用する

「ニューロマーケティングソリューション」、運転中の居眠り防止などの「安全性向上ソ

リューション」、自身の生体の状態に合わせて照明や音楽を選択する「快適性向上ソリュ

ーション」など、その可能性は際限がなく、様々なジャンルの企業とのコラボレーション

によって、新たな事業機会を生み出せると考えております。 
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３. 合弁事業会社の概要 

名 称 株式会社 ニューロスカイ（英商号：NeuroSky Co., Ltd.）  

所 在 地 東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目11番１号 人形町シティプラザ７階 

代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 伊藤 菊男 

事 業 内 容 1.生体信号センサーおよび機器の開発、製造、販売 

2.上記に係るソフトウェア制作、販売 

3.上記に係るハードウェア、ソフトウェアの受託開発 

4.上記に係るコンサルティング業務 

5.前各号に附帯する一切の業務 

資 本 金 ８百万円 

設 立 年 月 2018年９月 

決 算 期 ５月 

出 資 比 率 JPE第1号株式会社   ：87.5％ 

（株式会社ジャパンインベストメントアドバイザー100％子会社） 

NeuroSky, Inc.   ：12.5％ 

 

４. 合弁相手先の概要（2018年８月 30 日現在） 

名 称 NeuroSky, Inc. 

所 在 地 125 South Market Street, #900, San Jose, California 95113, USA 

代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 CEO Stanley S. Yang 

事 業 内 容 生体信号センサー、機器およびソフトウェアの開発、生産、販売 

設 立 年 月 2004年8月 

備 考 NeuroSkyは、脳波・心電・筋電などの生体信号データを、効果的に活

用するためのセンサー製品を提供しています。センサーモジュールの

累計出荷数は120 万台を超え、NeuroSky技術は急成長する民生向け脳

波（Electroencephalogram ：EEG） 市場で過去販売されたエンター

テイメント製品の99% 以上を占めており、主な顧客やパートナーは大

学や民間企業など、フォーチュン500 企業から革新的なスタートアッ

プ企業に至るまで幅広く展開しております。 

 

５. 今後の見通し 

現時点において、本件による当期（2018年 12 月期）の業績に与える影響は軽微なものであると

見込んでおります。影響が大きくなることが判明した場合には、別途公表いたします。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

広報・ＩＲ室  TEL：03-6804-6805 

以  上 
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（付属資料） NeuroSky 紹介 

 

 

 

 

 

■NeuroSky について 

NeuroSky は、生体信号センサーおよびブレインコンピューターインターフェイス（BCI）を研

究所から一般市場に広げるという夢を持ち、脳科学・心理学・ヒューマンマシンインターフェイ

スの専門家らによって立ち上げられた。 

彼らは、1999 年にその夢に向けて活動を始め、2002 年に初のプロトタイプモジュールを開

発し、様々な環境で多くの被験者を用いた総合的な信頼性および再現性テストを積み重ね、誰で

も・どこでも・どんな状況でも機器を使用できるよう、継続的に製品（チップ・モジュール）を

改良してきた。 

 

2004 年、アメリカ・シリコンバレーに NeuroSky, Inc.を設立した後には、市場開拓を進め、

2007 年には初めて低価格の BCI 技術を民生市場に投入。それ以来、NeuroSky はパートナーシッ

プや革新的な研究開発を通して、飛躍的に成長している。 

 

2009 年には NeuroSky のパートナー２社が、ThinkGear 技術を搭載した玩具を発表。 

1 つ目は、マテル社の”Mindflex”で、2009 年クリスマスの４週間前にはすべての小売販路

で売り切れ、TIME Magazine の”100 Best Toy of All Time”賞を受賞した。 

2 つ目は”StarWars ForceTrainer”で、2009 年クリスマスシーズンのベストセラー玩具の一

つとなった。 

 

その後も NeuroSky の生体信号センサー技術における継続的な進歩は、”2009 American 

Technology Award”や”2009 Business Journal`s EmergingTechnology Award” などの受賞に

も見られる。BCI 分野に大変革をもたらす非接触センサー開発用キットを登場させるなど、

NeuroSky の成長と画期的な研究の成果は、今後登場する製品に大きな期待が膨らむ。 

 

■NeuroSky の代表製品 （一部抜粋） 

                              

① 生体センサーチップおよびモジュール 

 

・TGAM・TGAT （脳波検出用センサーチップ） 

脳波の、信号処理、ノイズ除去、デジタルデータ

化をワンチップで可能にするセンサーチップ。 

生データ、パワースペクトルデータ、集中・リラ

ックス等感情データ等としてを出力、活用する事

が可能。 

 

・BMD101（心電・心拍計測用チップ） 

心電・心拍の、信号処理、ノイズ除去、デジタル

データ化をワンチップで可能にするセンサーチ

ップ。 

高精度の心電・心拍データ、およびリアルタイム

心拍を出力する事ができ、小型（3 ㎜×3 ㎜）の

為、ウェアラブル機器への応用が可能。 
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② 解析アルゴリズム 

 

脳波データを活用し、感情や心の状態が解析できるアルゴリズムを提供。 

これにより、集中度・リラックス度・脳の活動負荷（ストレス）度、熟練度（慣れ度）、興味関

心、眠気等の見える化を可能にする。 

 

心電データを活用し、体の状態を解析できるアルゴリズムを提供。 

これにより、心拍変動・自律神経・ストレス・心臓年齢等の見える化を可能にする。 

 

③ MIND WAVE MOBILE 脳波センサー付ヘッドセット（価格 16,000 円～） 

 

誰でも、どこでも、簡単に脳波が検出できる脳波セン

サー付ヘッドセット。 

スマホやタブレット、パソコンと無線接続することが

可能。加えて 100 を超える脳波アプリや開発者向け

SDK（ソフトウェア開発キッド）や、API 環境も提供し

ており応用的な活用が可能。 

 

 

④ LifeBeat（日本未発売） 

 

心電・心拍センサー内蔵の活動量計ウェアラブルデバ

イス。 

一般的な歩数や消費カロリーデータに加えて、心電計

測により、心拍数や心拍変動、ストレス・自律神経・

心臓年齢等状態を計測し、より多くの健康管理指標を

見える化することが可能。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ Medial Center（日本未発売） 

 

家庭用マルチファンクション健康チェックデバイス。 

体温、経皮的動脈血酸素飽和度（SPO2）、血圧変動、心

電計測等をひとつのデバイスに集約。 

Bluetooth によりスマホやタブレットと接続し、クラウ

ド上での管理が可能。 
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⑥ 脳波で動く necomimi（価格：5,500 円～） 

 

感情に合わせて耳が動くおもちゃ。気持ちが集中して

いると耳はピンと立ち、リラックスしていると下が

る。 

執務スペースや学習スペースにおいて、集中している

人が視覚的に認識できる、新しいコミュニケーション

ツール。 

 

発売以来全世界で 17 万台以上を販売。 

 

 

⑦ こころかさね（ALS 患者用コミュニケーション支援ツール） 

 

脳波や眼電位（筋電）を測定するヘッドセットと専用アプリを使う事で ALS(筋萎縮性側索硬

化症)患者や難病患者とのコミュニケーションを支援するツール。人の感情や気持ちの動きに

ついて、アプリの画面で表現することを可能にする。 

都立神経病院、日本 ALS 協会からの推薦を得ている。 

 

以上 


